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公益財団法人 中山隼雄科学技術文化財団 

2020年度 助成研究募集要領 

 
公益財団法人 中山隼雄科学技術文化財団は「人間と遊び」という視点に立った

科学技術の研究助成をすることを主な目的として、1992 年に設立され 2011 年

に公益財団の認定を受けた法人です。 
この視点に立脚した研究開発等を対象に、設立以来途切れることなく、毎年広

く研究助成を展開してまいりました。 
本年度は、下記の要領で研究助成の対象者を募集いたします。多数の研究者の

ご応募をお待ちしております。 
 

記 
1．研究助成の対象分野 
 

ゲームの分野の研究を助成する「助成研究 A」、人間と遊びに関する研究を

助成する「助成研究 B」及びゲームに関する「国際交流（参加）」を助成対

象の 3 分野とします。 
※ 本件助成は、広く社会一般の「公益」に資する研究等に対して助成を行うも

のです。従って、特定の業界や愛好者団体の「共益」をめざす研究は助成の

対象になりません。 
※ 本年度は、国際交流＝ゲームに関する国際会議の「開催」に対する助成は行

いません。 
※ 募集に際しては、実務的な研究成果を期待し、かつ、複数人で行うときは異

分野間の共同研究を推奨します。 

 
2．研究課題 
 

（1）助成研究 A＝ゲームの分野の研究に対する助成 
 

① 重点研究＝楽しいニューノーマル世界へようこそ 
 
 

 

2020 年の初頭から世界に一気に広がった COVID-19 は、私たちの
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生活を大きく変えました。当初でこそ目の前の対応に追われていま

したが、いつしかニューノーマルという表現で、新しい時代の幕開

けを表現するようになりました。この表現も、やがては「アールヌ

ーボー」や「ポストモダン」のように、これからの時代を表す言葉

として定着するのかもしれません。 
ヒトは他の動物と違い、将来のイメージをもち、それに向かって進

むことができます。そして今より良いものが先にはあると信じて前

進してきました。今回の「楽しいニューノーマル」とは、まさに私

たちがもう少しで手にできる時代だと思います。 
皆さんには、一足先にそちらの様子を見てきて、こんな時代が待っ

ている、こんなことが可能になっていると、私たちに教えていただ

きたいです。 
COVID-19 との共存にやや疲弊気味の私たちに勇気や希望を与えて

くれるゲームに関する研究の提案をお待ちしています。 
 

② 基礎的・基盤的研究＝ 
「ゲームの本質に関する研究」、「ゲームと人間に関する研究」 
「ゲームと社会に関する研究」及び「ゲームと技術に関する研究」 
 

（2）助成研究 B＝｢人間と遊び｣に関する研究に対する助成 
「遊びの本質及び影響に関する研究」、「遊びの社会的諸活動への応

用に関する研究」及び「助成研究 A 又は B のいずれの課題にも属さ

ない『人間と遊び』の研究」 
 

（3）国際交流＝遊び・ゲーム等に関する国際会議等の活動に対する助成 
「応募者が遊び・ゲーム等に関する国際会議に「参加」する費用」 
※ 昨年度まで年２回募集していましたが本年度は 1 回となります。 
※ 助成対象の国際会議は、遊び・ゲーム等をテーマとする国際会議です。但し、

国際会議全体テーマだけでなく、国際会議の分科会やシンポジウムに上記の

テーマが含まれる場合も助成対象とします。 
※ 応募者が口頭発表、ポスター発表を行う場合、あるいはシンポジスト等をつ

とめ、研究発表を行う場合に限ります。 
単なる参加だけの場合は、助成対象としません。 

※ 研究発表等の採択が未定でも、本助成に応募することが出来ます。但し、助

成決定後に研究発表が不採択となった場合には、不採択とします。 
※ 助成費目は、参加費と、航空運賃や鉄道運賃等の交通費、宿泊費・食事代等
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の滞在費の全部または一部です。 
 

3．募集条件 
 

（1）応募資格 
国内の大学院、大学、短大、高専、専門学校及び非営利の研究機関

等に所属する研究者又はこれらの機関に所属する研究者を代表者と

する共同研究グループ 
※ 研究者には大学院後期博士課程在籍者を含みます。但し、指導教員の推薦が

必要です。 

 
（2）研究助成額 

① 助成研究 A：総額 1,470 万円（1 件当たり 300 万円）以内 
② 助成研究 B：総額  630 万円（1 件当たり 100 万円）以内 
③ 国際交流（参加）：総額  56 万円以内 
 

（3）研究期間 
2021 年 3 月 1 日～2022 年 2 月 28 日の 1 年間 
※ 研究期間の特例 

助成研究 A であって 2 年間を必須とする研究についてのみ、申込をすれば例

外的に 2 年間助成を承認することがあります。この場合は、約 1 年経過後に

研究成果中間報告書を提出すると共に選考員会に出席して口頭報告していた

だき、選考委員会がこれを中間評価して研究継続の可否を決定します。 
助成額は、総額 300 万円以内、各年度 200 万円以内とします。 

※ 国際交流は年 1 回の募集とします。 
原則 2020 年 12 月 1 日～2021 年 5 月 31 日に開催される国際会議 
 

（4）ヒトを対象とする研究 
採択された際には、所属機関の倫理審査を受けること及び採択され

た研究の成果報告の際には、倫理審査を受けた旨を明記することを

誓約していただきます。 
 
4．応募方法 
 

（1）応募期間 
2020 年 10 月 1 日～2020 年 11 月 15 日 
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（2）提出書類 
助成研究の申込書：指定様式 
研究計画書   ：指定様式 
研究実績の申告書：本人の研究実績及びプロフィールを記載した

URL 
※ 当該 URL がない場合の様式・記入方法等の詳細は、当法人のウェブサイト

で確認してください。 

 
（3）応募方法 

当財団ウェブサイトの応募ページから申し込んでください。 
 
5．審査・採択 
 

（1）審査方法 
非公開の学識経験者 10 名からなる選考委員（委員長のみ公開）が、

次の 2 段階により慎重に審査して、事実上の決定をします。 
① 事前審査：各委員が分担して応募書類を閲読して行う。 
② 本審査：事前審査結果を基に、委員全員の会議形式により行う。 
 

（2）最終決定及び発表 
理事会は、選考委員会の答申を尊重して 2021 年 1 月中に最終決定

し、同月中に結果を当財団ウェブサイト上で発表します。 
 

（3）研究費用の提供 
「研究助成条件同意書」の提出等当財団の定める手続きの完了を条

件として、2021 年 2 月中に全額を提供します。 
 

6．助成を受けた研究者の義務 
 

（1）研究報告書等の提出 
研究(代表者)は、研究終了年の 4 月末日までに、当財団の指定様式

により研究報告書、研究報告書概要及び会計報告書等を提出しなけ

ればなりません。 
 

（2）研究成果発表会への出席及び発表 
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研究代表者は、研究終了年の 9 月中に当財団が開催する「研究成果

発表会」に出席し、指定された方法で成果を発表しなければなりま

せん。 
※ 国際交流への助成を除く 
 

7．当財団への連絡 
 

住所：〒104－0061 
東京都中央区銀座三丁目 15 番 8 号 銀座プラザビル 6 階 
 

名称：公益財団法人 中山隼雄科学技術文化財団 
助成研究募集担当 
 
URL：http://www.nakayama-zaidan.or.jp 
☎：03－6226－6161 
e-mail：info@nakayama-zaidan.or.jp 

 
8. 個人情報の取り扱いについて 
 

申込に係る個人情報は、審査のために必要な範囲で特定の関係者に開示する

ほかは公表しません。但し、採択決定者につきましては、当財団ウェブサイ

ト上で氏名、所属機関及び肩書を公表します。 
以 上 


